
平
成
29
年
６
月
18
日
の
午
後
１
時

か
ら
、
霞
が
関
ビ
ル
35
階
の
東
海
大

学
校
友
会
館(

東
京
都
千
代
田
区
霞

が
関)

で
、
第
29
回
野
田
は
ま
な
す

会
総
会
お
よ
び
ふ
る
さ
と
交
流
会
が

出
席
者
65
名
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
桜
庭
昌
吾
会
長
が
議

長
と
な
り
、
平
成
28
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
、
平
成
29
年
度
の
事

業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
が
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
３
号
議
案
と
し
て
、
年

会
費
の
改
正
案
が
審
議
さ
れ
、
賛
成

意
見
も
出
さ
れ
て
、
全
会
一
致
で
原
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案
ど
お
り
承
認
。平
成
30
年
度
か
ら
、

年
会
費
は
３
千
円
に
な
り
ま
す
。
会

設
立
当
初
か
ら
29
年
間
、
会
費
２
千

円
で
事
業
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
諸
物
価
の
値
上
が
り
な
ど
を
背

景
に
会
の
運
営
が
厳
し
く
な
っ
た
こ

と
が
提
案
理
由
で
し
た
。

会
運
営
費
の
主
な
も
の
は
、
①
年

２
回
の
は
ま
な
す
通
信
の
発
行
、
②

会
報
と
「
広
報
の
だ
」
の
送
料
、
③

日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
補

助
、
④
交
流
会
で
の
福
引
き
の
品
代
、

⑤
県
人
連
合
会
の
負
担
金
、
⑥
通
信

費
や
事
務
費
な
ど
で
す
。

総
会
に
続
き
、
同
会
場
で
、
ふ
る

さ
と
交
流
会
が
佐
藤
匡
宏
初
代
会
長

の
乾
杯
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

村
の
報
告
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
写
真

を
用
い
て
、
小
田
村
長
か
ら
詳
細
に

村
の
復
興
状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
涼
海
の
丘
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
新
設

さ
れ
た
三
陸
鉄
道
『
十
府
ヶ
浦
海
岸

駅
』
な
ど
ハ
ー
ド
面
は
、
だ
い
ぶ
前

進
し
、
新
し
い
街
並
み
に
な
っ
て
い

る
様
子
で
し
た
。

村
長
を
は
じ
め
、
村
の
職
員
の
日

常
的
な
奮
闘
ぶ
り
に
感
激
し
ま
し
た
。

懇
談
の
途
中
で
、
日
當
郁
夫
会
員
に

よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
も

あ
り
、ハ
ー
モ
ニ
カ
を
伴
奏
に
全
員
で

歌
う
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も

と
、交
流
会
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
に
当
た
る
福
引
き
や

会
長
賞
、
村
長
賞
、
議
長
賞
、
様
似

会
長
賞
な
ど
特
別
賞
を
楽
し
ん
で
い

る
う
ち
に
、
終
了
の
時
刻
が
迫
っ
て

き
ま
し
た
。

恒
例
の
交
流
会
の
締
め
は
会
場

い
っ
ぱ
い
に
丸
く
な
っ
て
、「
ふ
る

さ
と
」、そ
し
て
私
達
の
母
校
の
「
野

田
中
学
校
校
歌
」
を
全
員
で
合
唱
し

て
、
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

一
年
に
一
度
の
再
会
は
、
な
か
な

か
に
離
れ
が
た
く
、
２
次
会
は
近
く

の
「
さ
く
ら
水
産
虎
の
門
店
」
に
55

人
が
集
ま
り
、
ふ
る
さ
と
交
流
を
さ

ら
に
深
め
た
、楽
し
い
一
日
で
し
た
。

来
年
、
平
成
30
年
は
野
田
は
ま
な

す
会
設
立
30
周
年
と
い
う
記
念
の
年

に
な
り
ま
す
。
い
つ
も
参
加
し
て
く

だ
さ
る
方
も
、
し
ば
ら
く
参
加
さ
れ

て
い
な
い
方
も
、
来
年
は
、
み
ん
な

揃
っ
て
30
周
年
記
念
を
お
祝
い
し
た

い
で
す
。（

副
幹
事
長　

志
村
良
子
）

村長賞など福引きは毎年、大盛り上がり

な
ま
り
懐
か
し

乾杯の発声で今日一番の笑顔がこぼれます



今
年
の
天
候
は
異
常
で
し
た
。
春

だ
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
す
ぐ
酷
暑

の
夏
、
そ
の
後
関
東
で
は
、
20
日
余

り
連
続
の
雨
で
し
た
。そ
ん
な
な
か
、

皆
様
に
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ

と
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た

野
田
は
ま
な
す
会
総
会
・
交
流
会
に

は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
出
席
を

賜
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
野
田
村
か
ら
は
小
田
祐
士

村
長
、
貮
又
正
人
村
議
会
議
長
を
は

じ
め
、
事
務
局
の
職
員
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

３
・
11
東
日
本
大
震
災
大
津
波
で

壊
滅
的
被
害
を
受
け
て
か
ら
、
は
や

６
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
る
中
で
、

行
政
、村
議
会
、村
職
員
一
体
と
な
っ

て
、
確
か
な
足
取
り
で
新
し
い
街
づ

く
り
に
向
け
て
前
進
し
て
い
る
様
子

を
見
て
、
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

６
月
13
日
の
岩
手
日
報
で
「
土
地

区
画
整
理
」「
十
府
ヶ
浦
公
園
」
の

竣
工
式
の
様
子
が
報
道
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
も
７
月
17
日
か
ら
19
日
ま

で
野
田
村
に
帰
省
し
て
、
街
や
港
、

十
府
ヶ
浦
公
園
を
歩
い
て
直
接
復
興

ぶ
り
を
見
て
き
ま
し
た
。
18
歳
ま
で

住
み
、
毎
年
帰
省
し
て
は
見
て
来
た

震
災
前
の
古
い
風
景
が
焼
き
つ
い
て

い
る
私
に
は
、
予
想
も
つ
か
な
い
よ

う
な
広
々
と
し
て
明
る
い
景
観
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

道
路
も
広
く
真
っ
す
ぐ
に
な
り
、

き
れ
い
に
舗
装

さ
れ
て
、
何
軒

か
建
っ
て
い
る

家
も
新
し
く
ま

ぶ
し
い
ほ
ど
で

し
た
。
新
し
い

道
も
い
く
つ
か

で
き
て
い
ま
し

た
。
約
19
㌶
の

広
い
公
園
の
端

か
ら
端
ま
で
歩

い
て
み
る
と
、
夢
が
広
が
る
空
間
が

あ
り
ま
し
た
。

宇
部
川
、
泉
沢
川
、
明
内
川
な
ど
、

川
も
こ
ん
な
に
あ
っ
た
の
か
と
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
堤
防
な
ど
津
波
に

対
す
る
減
災
の
工
夫
も
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
取
り
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
新
し
い
保
健
セ
ン
タ
ー
も
建
設

さ
れ
、
津
波
の
時
は
屋
上
が
避
難
場

所
に
な
る
と
の
こ
と
。
ま
さ
に
こ
れ

ら
は
、
野
田
村
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
り
、
安
全
・
安
心
の
証
で
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
公
園
を
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
で

人
々
の
憩
い
の
場
に
す
る
か
、
知
恵

の
絞
り
ど
こ
ろ
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
こ
の
広
い
空
間
に
老
若
男
女
が

思
い
思
い
に
集
い
、楽
し
む
。
音
楽
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
企
画
が

で
き
そ
う
で
す
。

保
育
園
や
小
学
生
の
遠
足
や
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
も
楽
し
そ
う
だ

し
、
花
壇
の
園
芸
も
い
い
。
家
族
で

出
か
け
、
街
の
商
店
で
魚
や
肉
、
野

菜
・
お
酒
を
買
い
、
公
園
の
一
角
に

あ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
で
の
ん
び
り

楽
し
む
の
も
い
い
。

な
ん
と
し
て
も
村
民
が
憩
え
て
、

村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
時
々
野
田
に
帰

省
し
て
、
村
の
雰
囲
気
を
直
接
楽
し

ん
で
下
さ
い
。

平成 30 年に、野田はまなす会は設立 30 周年を迎えます。会設立 30 周年記念事業として、①記念祝賀式・
祝賀会、②会設立 30 周年記念誌の発刊（300 冊、約 70 万円）、③記念アトラクション、④村への復興支
援寄付、⑤野田村の復興状況視察・応援ツアーなどを実施する計画です。その費用の一部として、募金目
標額を 50 万円に設定し、会員や関係者の方々にも趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願い申し上げるとこ
ろです。振込み先は、下記のとおりですので、よろしくお願いいたします。

なお、募金された方には、記念誌を贈呈し、ご芳名を記念誌に掲載する予定です。掲載を希望しない
場合は、事務局または会長へご連絡願います。

野田はまなす会設立 30 周年記念事業のための

協 賛 金 募 金 の お 願 い

野
田
は
ま
な
す
会

会
長

桜
庭
昌
吾

ご
あ
い
さ
つ

会
長
会
長
会
長

津波防災を目的とした十府ヶ浦公園は、遊具があり、スポーツ
や文化活動をするスペースが存分に広がっています

イベントなどで活用され、多くの人でにぎわいます

【募集期間】11 月 30 日（木）まで
【振込み先】ゆうちょ銀行　大崎支店、 加入者　志村良子

 ◇郵便局からの振込⇒郵便局口座番号　記号　１０１８０　　番号　３４９１４８８１
 ◇他銀行からの振込⇒郵 便 局 店 名　０１８　普通預金　口座番号　３４９１４８８

【備考】
手数料のご負担をお願い致します。
※郵便局の口座をお持ちの方は、ＡＴＭでの手数料は無料です。



「
東
京
か
ら
母
校
へ
感
謝
と
エ
ー

ル
を
送
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
５
月

27
日
、
東
海
大
学
校
友
会
館
で
岩
手

県
立
久
慈
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支

部
同
窓
生
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
久
慈
市
の
遠
藤
譲じ
ょ
う
じ一
市
長
、
野

田
村
の
小
田
祐
士
村
長
、
野
田
は
ま

な
す
会
か
ら
桜
庭
昌
吾
会
長
（
久
慈

高
校
同
窓
会
東
京
支
部
第
五
代
会

長
）
等
を
来
賓
に
、
約
70
名
の
出
席

者
で
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
同
窓
生
で
編
成
し
た

「
に
わ
か
楽
団
」
の
演
奏
や
、
卒
業

生
の
オ
ペ
ラ
歌
手
が
声
量
豊
か
に
歌

い
、
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
10
日
に
は
久
慈
地
区

高
等
学
校
東
京
同
窓
会
の
集
い
が
神

保
町
の
学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
、
野

田
は
ま
な
す
会
か
ら
、
桜
庭
昌
吾
会

長
と
久
慈
士
郎
幹
事
長
が
参
加
し
ま

し
た
。
出
席
者
は
約
60
名
で
、久
慈
・

野
田
か
ら
き
た
本
部
役
員
や
先
生
方

と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
久
慈

地
区
高
等
学
校
東
京
同
窓
会
は
、
同

窓
生
が
た
く
さ
ん
出
席
す
る
よ
う
に

久
慈
東
高
校
同
窓
会
と
久
慈
工
業
高

校
同
窓
会
が
合
同
で
組
織
し
た
も
の

で
す
。

野
田
は
ま
な
す
会
の
会
員
は
、
二

校
ど
ち
ら
か
の
同
窓
生
と
い
う
会
員

が
多
く
、
二
校
の
同
窓
生
の
中
に
野

田
村
出
身
者
も
多
く
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
お
互
い
に
同
窓
会
と

野
田
は
ま
な
す
会
の
両
方
に
参
加
す

る
よ
う
、誘
い
合
っ
て
欲
し
い
で
す
。

当
会
で 

十
府
ヶ
浦
公
園
緑
化
協

力
の
た
め
募
金
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
63
万
７
千
円
の

募
金
が
あ
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
野
田
村
の
復
興
と
発
展

を
願
い
、
さ
っ
そ
く
野
田
村
に
全
額

寄
贈
し
、
平
成
29
年
３
月
に 

桜
を

植
栽
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
桜
の

品
種
は
ア
ー
コ
ー
ド(

秋
春
桜)

と

し
だ
れ
桜
で
、
計
24
本
で
す
。

植
え
た
場
所
は
十
府
ヶ
浦
公
園
の

中
央
入
口
で
、
一
番
良
い
と
こ
ろ
に

横
一
列
に
植
え
て
あ
り
ま
す
。
そ
こ

に
、「
寄
贈　

野
田
は
ま
な
す
会(

在

京
人
会)

」と
書
か
れ
た
標
柱
が
建
っ

て
い
ま
す
。

村
に
帰
省
の
時
は
、
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

会
設
立
30
周
年
記
念
事
業
の
協
賛

金
募
金
と
は
別
に
、
記
念
誌
に
広
告

の
掲
載
を
募
集
し
ま
す
。

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
９
月
末

日
ま
で
に
左
記
の
連
絡
先
に
、
ご
連

絡
下
さ
い
。

折
り
返
し
、「
広
告
掲
載
要
領
」

を
お
送
り
し
ま
す
。

︻
連
絡
先
︼

会
長　

桜
庭
昌
吾

０
９
０
・９
０
０
２
・４
３
５
６

幹
事
長　

久
慈
士
郎

０
９
０
・５
５
６
７
・５
７
９
５

野田はまなす会初代会長の佐藤匡宏
氏は、郵政事業への永年にわたる功績に
より瑞寶双光章受章の栄誉に浴されまし
た。野田はまなす会役員が中心となって
７月 30 日に東海大学校友会館で、受章
を祝う会を開催いたしました。佐藤匡宏
氏の受章を心よりお祝い申し上げます。

参加者募集

日帰りレクリエーション

参加者募集

５００万本の曼珠沙華の群生地
日本一と言われている埼玉県日高市の

５００万本の曼珠沙華（彼岸花）が群生し
ている巾着田見学を計画しました。お誘い
合わせのうえ、ぜひご参加ください。

実 施 要 項
【目的地】埼玉県日高市「巾着田」
【日時】９月 24 日（日）　午前 10 時集合
【集合場所】西武池袋線「高麗駅」

※会旗を持って駅出口で待っています。
【費用】

食事代、交通費、入園料（300 円）は、
各自負担です。

【申込 】
昼食の手配の関係上、参加する場合は、

９月 18 日（月）までにご連絡ください。
【申し込み先】
幹事長

久慈士郎０９０・５５６７・５７９５
担当幹事（埼玉県）

大沢清子０９０・２２３０・９４２６
坂 本 悟０９０・４８４１・３６１２

５００万本の曼珠沙華の群生地５００万本の曼珠沙華の群生地

佐藤匡宏氏が瑞寶双光章を受章佐藤匡宏氏が瑞寶双光章を受章

友
好
団
体
と
の
交
流

久
慈
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

久
慈
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

久
慈
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

久
慈
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

久
慈
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

久
慈
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

久
慈
地
区
高
校
東
京
同
窓
会

久
慈
地
区
高
校
東
京
同
窓
会

久
慈
地
区
高
校
東
京
同
窓
会

久
慈
地
区
高
校
東
京
同
窓
会

久
慈
地
区
高
校
東
京
同
窓
会

十
府
ヶ
浦
公
園

緑
化
協
力
募
金の

標
柱

十府ヶ浦公園で最も多くの人が通る中央入口

公
園
の
中
央
入
口
右
側
に
建
て
ら
れ
た
標
柱

広
告
掲
載
に
つ
い
て

「
設
立
　
周
年
記
念
誌
」

佐藤初代会長を囲んで記念撮影



私
は
昭
和
27
年
、
野
田
村

横
町
に
生
ま
れ
ま
し

た
。野
田
中
学
校
を
卒
業
し
て
、

地
元
の
高
校
に
合
格
す
る
も
、

集
団
就
職
で
愛
知
県
に
来
ま
し

た
。
こ
こ
で
働
き
な
が
ら
夜
間

定
時
制
高
校
を
卒
業
し
て
、
人

と
接
す
る
こ
と
が
好
き
な
私
は

駐
在
さ
ん
に
な
り
た
く
て
愛
知

県
警
警
察
官
に
な
り
ま
し
た
。

60
歳
定
年
ま
で
勤
め
、
今
は

交
通
相
談
員
と
し
て
勤
務
し

て
、現
在
65
歳
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
野
田
村
を
出
て
か

ら
、
40
年
の
来
し
方
を
思
い
起

こ
せ
ば
語
り
尽
く
せ
な
い
ほ
ど

の
色
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。

私
が
愛
知
県
警
音
楽
隊
勤
務
の
時

に
、
ふ
る
さ
と
の
野
田
小
学
校
吹
奏

楽
団
が
全
国
大
会
出
場
で
名
古
屋
に

来
ま
し
た
。
私
の
所
属
す
る
音
楽
隊

の
バ
ス
で
出
迎
え
、
児
童
た
ち
は
発

表
す
る
大
会
曲
を
音
楽
隊
の
練
習
場

で
隊
員
と
一
緒
に
な
り
練
習
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

異
動
後
は
、
３
つ
の
警
察
署
で
駐

在
所
勤
務
を
し
、
定
年
前
は
愛
知
県

岡
崎
警
察
署
の
駐
在
所
勤
務
で
し

た
。
そ
の
時
、
あ
の
忘
れ
得
な
い
３

月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
、
野
田
に

い
る
親
の
無
事
や
被
災
状
況
を
知

り
、
親
や
村
の
た
め
に
何
か
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い
が
日
ご
と

に
強
く
な
り
ま
し
た
。

野
田
村
に
行
こ
う
と
し
ま
し
た

が
、交
通
が
マ
ヒ
し
て
行
け
ま
せ
ん
。

被
災
40
日
後
、
駐
在
所
管
内
の
方
々

か
ら
い
た
だ
い
た
義
援
金
や
支
援
物

資
・
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
た

く
さ
ん
積
ん
で
、
車
で
約
１
１
０
０

㎦
、
24
時
間
か
け
て
よ
う
や
く
村
に

着
き
ま
し
た
。
目
に
飛
び
込
ん
で
き

た
あ
の
悲
惨
な
被
災
状
況
は
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

義
援
金
、
支
援
物
資
は
役
場
へ
、

お
も
ち
ゃ
は
保
育
園
へ
届
け
ま
し
た

が
、
何
故
か
泣
け
て
仕
方
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
趣
味
で
吹
い
て
い
る

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
オ
カ
リ
ナ
を
使
い
、

村
の
避
難
所
で
演
奏
し
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
14
回
、
車

で
帰
り
ま
し
た
。

愛
知
県
に
も
野

田
村
を
思
う
温
か

い
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。

私
の
駐
在
所
勤

務
の
時
に
知
り

合
っ
た
花
火
屋
の
社
長
は
保
育
園
の

園
児
や
親
た
ち
が
笑
顔
に
な
れ
ば

と
、
毎
年
夏
に
な
る
と
花
火
を
届
け

て
く
れ
ま
す
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
会
社
の
社
長
は

被
災
漁
協
な
ど
に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
８
台
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
岡
崎
ク
エ
ス
ト
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
は
野
田
小

学
校
の
児
童
数
名
を
石
垣
島
へ
招

待
、
工
務
店
の
社
長
は
ヒ
ノ
キ
を

１
０
０
本
寄
贈
し
、
そ
の
木
を

利
用
し
て
十
府
ヶ
浦
公
園
に

「
ほ
た
て
ん
ぼ
う
台
」
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。

毎
年
野
田
村
を
訪
れ
て
演
奏

活
動
し
て
い
る
支
援
者
た
ち
も

い
ま
す
。

防
災
・
減
災
の
た
め
防
潮
堤

も
公
園
も
で
き
、
公
共
施
設
の

建
設
、
個
人
の
住
宅
も
少
し
ず

つ
建
っ
て
ふ
る
さ
と
野
田
村
は

着
実
に
前
へ
進
ん
で
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
ふ
る
さ
と
野
田
村
に

思
い
を
寄
せ
て
支
援
・
応
援
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◆
３
月
25
日
に
ふ
る
さ
と
米
田
地
区

に
三
陸
鉄
道 

北
リ
ア
ス
線
の
新
駅

「
十
府
ヶ
浦
海
岸
駅
」
が
開
業
し
ま

し
た
。
そ
の
愛
称
が
「
は
ま
な
す
香

る
砂
浜
」
で
す
。

◆
大
震
災
後
、
三
鉄
新
駅
の
誕
生
は

野
田
の
「
十
府
ヶ
浦
海
岸
駅
」
が
初

め
て
で
す
。
米
田
地
区
の
住
民
の
利

便
の
ほ
か
に
、
十
府
ヶ
浦
公
園
の
村

内
外
の
利
用
者
が
多
く
集
ま
り
、
村

の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
期
待
し
た

い
で
す
。

◆
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
住
ん
で
い
る

と
ふ
る
さ
と
岩
手
、
野
田
の
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

◆
高
校
野
球
で
は
、
岩
手
県
立
不
来

方
高
校
が
春
の
大
会
に
部
員
10
人
で

21
世
紀
枠
で
甲
子
園
に
出
場
し
ま
し

た
。
う
ま
い
人
を
全
国
か
ら
集
め
る

チ
ー
ム
が
勝
ち
進
む
高
校
野
球
の
中

で
立
派
で
し
た
。

◆
７
月
、
夏
の
県
大
会
で
県
立
久
慈

高
校
は
甲
子
園
ベ
ス
ト
８
に
進
ん
だ

盛
岡
大
附
属
高
校
に
負
け
は
し
ま
し

た
が
準
優
勝
で
し
た
。
よ
く
や
っ
た

と
褒
め
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

◆
平
成
30
年
は
野
田
は
ま
な
す
会
の

設
立
30
周
年
記
念
の
年
、
記
念
誌
を

作
成
中
で
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。　

(

Ｓ
・
Ｓ)

あ
と
が
き

おもちゃのプレゼントに嬉しそうな笑顔を浮かべる子どもたち

米田地区に位置し、海を見渡せるほたてんぼうだい

会
員
の
声

会
員
の
声

ふ
る
さ
と
野
田
村
に
思
い
を
寄
せ
て

日

當

郁

夫

横
町
出
身
・

野
田
中
昭
和
43
年
卒


